
　９月から10月にかけて、町内の小中学校で
運動会・体育祭が開催されました。仲間たちと
力を合わせて頑張る子どもたちの姿に観客から
も大きな声援が沸き上がりました。
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10/５㈯ 川本小学校運動会

９/21㈯ 川本中学校体育祭
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川本町こども家庭センターの開設について�
～妊娠期から子育て期まで一体的にサポートします～

児童福祉法の改正により、令和６年４月から各自治体に設置が努力義務化された「こど
も家庭センター」を、役場健康福祉課内に設置しました。
こども家庭センターは、川本町内に住んでいるすべてのこども、妊産婦、その家族の皆
さんが安心・安全に生活できるよう、心配ごとや困りごとに関する一体的な相談や支援を
行う機関です。

●こども家庭センターのイメージ

「こども家庭センターではご家庭で子育てをされている方や
これから出産を迎えられる方を対象とした相談を月１回悠邑ふ
るさと会館で行っています。保護者同士が交流できる場でもあ
るので相談がない方でも気軽にお越しください。」

●どんなことが相談できるの？

「子どもの体重が増えているか気になる」「離乳食の進め方がわからない」など一人で悩
まず、どなたでもお気軽にご相談ください。窓口相談の他、電話や訪問での相談も可能です。

� 【問】川本町こども家庭センター（健康福祉課内）☎ 72-0633

子育て世代
包括支援センター
妊娠期から子育て期にわたる
総合的相談や支援を実施

子ども家庭
総合支援拠点
虐待や貧困などを抱えた
こどもや保護者の支援を実施

こども家庭センター

統
　
合

妊娠、出産に関すること 親子やきょうだい関係のこと

こどもの健診や予防接種のこと ひとり親に関すること

こどもの成長や発達のこと こども自身からの相談

育児など子育てのこと 児童虐待に関すること
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川本堤防の完成化に向け、町では様々な機会を捉え、要望活動を行っています。
昨年度は要望活動に加え、土木学会が主催する会議（於：東京都）にて「川本町のまちづくりと治
水対策」と題して事例発表を行い、まちづくりには堤防整備が必要不可欠であると訴えました。
今年度は、５月に国土交通省の治水課長及び河川計画課長に対し、町長、議長、副議長の３名で要
望活動を実施し、財務省の主計官に
対しても、益田市と合同で予算確保
の要望活動を実施しました。また、
11月にも国土交通省に対し要望活
動を実施予定です。
今後も県や流域の関係団体の協力
を得ながら、完成堤防化へ向け取り
組みます。

川 本 地 区

谷地区では、令和３年度に作成した「谷地区まち
づくり構想図」について、現在の事業計画を基に更
新を行いました。
今年度、県施工区間において、迂回路工事を実施
しており、今後、造成工事に着手する予定です。国
施工区間においては、左岸部の用地買収・物件補償
を実施しており、右岸部は事業範囲を確定する幅杭
の設置業務を実施しています。町は、国県両施工区間において、用地
買収、物件補償を実施しております。
また、令和６年９月の地元説明会において、「先行整備エリア」へ
の移転希望調査の実施を決定し、現在希望届の受付を行っています。
まずは、「先行整備エリア」の早期完了を目指し、国・県・住民の
皆様と一体となり、今後も事業を推進していきます。

治水事業の進捗状況
川本町では、平成30年・令和２年と近年２度の水害があった、瀬尻・久料谷地区と谷地区を
中心に国・県・町・住民の皆様と一体となって治水事業に取り組んでいます。

瀬尻・久料谷地区においては、令和５年11月12日に地元協議
会主催による着工式を行い、対策工事がスタートしました。
現在、昨年度に引続き、国土交通省による迂回路整備工事が行
われています。また、堤防工事の一部が発注され、現在堤防を作
るための地盤改良に着手しています。
町では、昨年度に引続き、事業に必要な用地買収・物件補償に
取組んでいます。また、宅地造成後のインフラ整備を見据え生活
雑排水管（各家庭の浄化槽で処理した水を流すための管）の設計
業務を実施しています。
今後は、堤防整備→国道261号整備→宅地造成の順で工事を実
施する予定です。
事業の早期完成を目指し、国・県・住民の皆様と一体となり、
今後も事業を推進していきます。

着工式の様子

更新したまちづくり構想図

事例発表の様子

迂回路工事の様子

迂回路工事の様子

要望活動時の様子

瀬尻・久料谷地区

谷　地　区



令和６年度一般会計補正予算（第２号） （補正後予算額 54億4,257万３千円）

令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
６
日
か

ら
12
日
ま
で
の
７
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

野
坂
町
長
の
行
政
報
告
の
後
、
条
例
案
件

２
件
、
予
算
案
件
３
件
、
決
算
案
件
５
件
、

そ
の
他
案
件
３
件
、
議
会
提
案
の
意
見
書
１

件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
て

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
６
名
の
議
員
か
ら
当
面
す

る
町
の
諸
課
題
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
活

発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
定
例
会
初
日
に
開
催
さ
れ
た
全
員

協
議
会
に
お
い
て
、
現
在
進
捗
中
の
事
業
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

・�

川
本
町
立
地
適
正
化
計
画
の
進
捗
状
況

・
今
後
の
住
環
境
施
策
の
あ
り
方

・
町
の
情
報
発
信
の
今
後
の
方
向
性

◆
監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正

　
�

例
月
現
金
出
納
検
査
の
実
施
日
の
変
更

◆
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
マ
イ
ナ
保
険
証
移
行
に
伴
う
改
正

そ
の
他
の
議
案

◆
財
産
の
取
得

　

�

ま
げ
な
ね
っ
と
テ
レ
ビ
放
送
施
設
更
新

◆
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定

　

�

三
原
地
区
の
辺
地
対
策
事
業
債
充
当
予
定

事
業
計
画
の
策
定

条
例
改
正 議

案

の

概

要

９

月

定

例

会

女子野球で繋がるプロジェクト� 300万円
　社会人女子硬式野球クラブ「島根フィルティーズ」
の活動費支援（野球クラブ運営主体の一般社団法人か
わもと暮らしへの補助）
※�町からの補助に加え、島根県からも補助金300万円
を受けて実施します。（総事業費　600万円）

〈事業内容〉
・プロモーション経費
　（ホームページ制作、イメージ映像・ロゴ作成）
・用具整備
　（バット・キャッチャー用具、練習ネット等）
財源：ふるさと思いやり基金（ふるさと納税）

地域商業等支援事業� 73万円
地域商業の賑わい創出に寄与する事業の補助
県補助を拡大して、町単独の補助制度を創設
街路灯などの共同施設の改修、更新費用の支援
（補助率３分の２）

新型コロナワクチン接種費用の増額� 959万円
ワクチン単価の改定と国助成額の確定による補正
接種費用総額　1,177万円（当初予算　218万円）
接種助成　12,300円（国：8,300円、町：4,000円）
※医療機関ごとに接種費用は異なります。
　自己負担額は概ね3,000円～5,000円程度です。
対象者：65歳以上（一部条件により60歳以上）

　決算特別委員会を３日間開催し、令和５年度の一般会計・特別会計の決算の内容を審議しました。
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令
和
５
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
予
算

が
適
正
に
執
行
さ
れ
た
の
か
、
目
的
と

し
て
い
た
事
業
効
果
が
得
ら
れ
た
か
な

ど
を
審
査
し
、
全
て
原
案
ど
お
り
認
定

し
ま
し
た
。

【
審
査
対
象
】

一
般
会
計

特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険
事
業

・
後
期
高
齢
者
医
療

・
簡
易
水
道
事
業

・
農
業
集
落
排
水
処
理
事
業

な
お
、
審
査
の
過
程
で
議
論
し
た
主

な
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
今
後
の
事
業

執
行
及
び
来
年
度
以
降
の
予
算
編
成
の

参
考
と
す
る
よ
う
町
執
行
部
に
伝
え
ま

し
た
。

【
主
な
も
の
】

・�

町
債
を
発
行
し
て
実
施
し
て
い
る
事

業
で
償
還
期
間
の
長
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
現
在
よ
り
も
少
な
い
人
口
で

償
還
財
源
を
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
、
将
来
世
代
の
厳
し
さ
が
増
す
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
現
在
の
健
全
化

判
断
比
率
だ
け
で
な
く
、
将
来
も
見

据
え
て
事
業
実
施
し
て
ほ
し
い
。

・�

農
業
集
落
排
水
処
理
事
業
は
、
使
用

料
収
入
で
維
持
管
理
経
費
が
賄
わ
れ

決
算
特
別
委
員
会

て
い
な
い
。
簡
易
水
道
事
業
も
含

め
、
人
口
減
少
や
設
備
更
新
費
用
等

に
よ
り
、
ど
こ
か
の
時
点
で
使
用
料

改
定
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
町
民
に
対
し
て
早
め
の
周
知

と
、
急
激
な
値
上
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
な
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

・�

弓
市
地
内
の
店
舗
の
上
に
建
設
し
て

い
る
町
営
住
宅
（
改
良
住
宅
）
に
つ

い
て
、
地
上
権
設
定
の
期
間
が
満
了

す
る
ま
で
に
課
題
解
決
に
向
け
て
対

策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
般
質
問

	

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
生
涯
現

役
を
目
指
す
取
り
組
み
と
は
。

	

（
健
康
福
祉
課
長
）
今
年
度
重

点
事
業
と
し
て
、
①
特
定
健
診

の
受
診
率
向
上
及
び
生
活
習
慣
病
予
防

の
推
進
。
②
重
症
化
予
防
対
策
等
、
生

活
習
慣
の
改
善
を
図
る
。

	

口
腔
機
能
の
低
下
に
よ
る
虫

歯
・
歯
周
病
対
策
に
つ
い
て
問

う
。

	

（
健
康
福
祉
課
長
）
歯
周
病
検

診
助
成
制
度
を
拡
充
し
、
新
た

に
20
歳
か
ら
70
歳
ま
で
５
歳
刻
み
で
対

象
者
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

	

「
め
ざ
せ
！
健
康
長
寿
の
ま
ち

づ
く
り
」「
＋
１
（
プ
ラ
ス
ワ

ン
）
活
動
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問

う
。

	

（
健
康
福
祉
課
長
）
９
月
を
「
健

康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
月
間
」

と
定
め
、
今
よ
り
一
つ
で
も
多
く
の
健

康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

	

人
生
会
議
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
う
。

	
（
健
康
福
祉
課
長
）
本
町
版
の

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
を

昨
年
度
作
成
し
、
普
及
啓
発
を
図
っ
て

い
る
。

問答問答問答問答

県
内
高
位
に
あ
る
「
一
人

当
た
り
医
療
費
」
を
問
う
。

答
弁 

健
診
等
に
よ
る
早
期
発

見
、
早
期
受
診
等
に
よ
り
重
症
化

を
防
止
し
、
高
額
療
養
費
の
軽
減

を
図
る
。

木村慶五議員

	

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
マ
イ
ナ

保
険
証
の
取
得
率
は
。

	

（
健
康
福
祉
課
長
）
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
申
請
率
は
不
明
だ

が
、
全
体
の
申
請
率
か
ら
推
測
し
て
高

い
割
合
で
取
得
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

	

寝
た
き
り
の
方
や
一
人
で
静
止

で
き
な
い
方
が
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
で
き
る
の
か
。

	

（
町
民
生
活
課
長
）
顔
認
証
と

い
う
制
度
が
あ
る
の
で
、
他
の

物
が
写
り
込
ま
な
い
、
本
人
と
認
識
で

き
る
写
真
の
写
し
方
が
必
要
で
あ
る
。

	

新
聞
に
よ
る
と
、
前
述
し
た
よ

う
な
方
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
で
き
な
い
と
あ
る
。
顔
写
真

が
撮
れ
な
け
れ
ば
、
マ
イ
ナ
保
険
証
は

作
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
方
が

問答問答問 マ
イ
ナ
保
険
証
が
取
得
で

き
な
い
方
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

答
弁 

非
常
に
困
っ
て
い
る
方
の

視
点
で
検
討
し
、
で
き
た
ら
良
い

と
考
え
て
い
る
。

高良敏幸議員
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過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産

税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例

に
基
づ
き
減
税
措
置
が
あ
っ
た
期
間
を

除
き
、
令
和
４
年
度
以
降
は
納
税
事
業

所
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
そ
れ
を

含
め
『
三
協
』
の
石
川
社
長
の
思
い

は
、「
川
本
町
に
進
出
し
て
き
た
企
業

と
し
て
、
50
年
・
100
年
先
ま
で
町
民
の

問

	

若
い
女
性
が
行
き
交
う
町
を
、

こ
の
チ
ー
ム
を
通
し
て
実
現
し

て
ほ
し
い
。

	

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

「
女
子
野
球
で
繋
が
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
始
動
し
て
い
く
。

問答

	

Ｊジ
ェ
イ‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
十
分

に
理
解
し
活
用
す
る
こ
と
は
、

豊
か
な
森
林
を
生
か
す
上
で
重
要
で
は

な
い
か
。

	

（
産
業
振
興
課
長
）
国
と
し
て

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
を
ゼ
ロ
に
す
る
「
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
目
指
し
て
お

り
、
そ
の
施
策
の
一
つ
が
Ｊ
‒
ク
レ

ジ
ッ
ト
制
度
で
あ
る
。
適
切
な
森
林
管

理
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
量
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
国
が
認
証
し
、
認

証
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
売
買
で
き

る
。
売
却
益
に
よ
り
森
林
整
備
に
か
か

る
経
費
が
調
達
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
に
は
課
題

が
多
い
。

問答

税
収
を
含
め
た
㈱
三
協
に
対

す
る
本
町
の
捉
え
方
は
？

答
弁 

税
収
面
、
雇
用
の
場
の
創

出
、
地
域
の
活
性
化
に
も
好
影
響

を
も
た
ら
し
て
い
る
。

女
子
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
の

創
設
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁 

地
域
創
生
の
契
機
と
す
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
取
り
組
み
と

し
て
い
く
。

本
町
の
林
業
施
策
に
つ
い

て
問
う
。

答
弁 

今
後
も
適
切
な
森
林
環
境

の
保
全
に
向
け
て
重
要
な
循
環
型

林
業
を
推
進
し
て
い
く
。

飯田武則議員

石川達也議員

中平茂明議員

	

森
林
組
合
と
長
期
委
託
契
約
を

結
ん
で
、
森
林
組
合
系
統
の
認

定
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

	

（
産
業
振
興
課
長
）
森
林
資
源

の
有
効
活
用
を
図
る
取
り
組
み

の
一
つ
で
あ
り
、
県
内
の
自
治
体
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
導
入
の
可
否
に
つ

い
て
研
究
し
た
い
。

問答

マ
イ
ナ
保
険
証
を
一
番
必
要
と
す
る
の

で
は
な
い
か
。

	
（
健
康
福
祉
課
長
）
そ
う
い
う

配
慮
は
欠
け
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
の
で
、
非
常
に
困
っ
て
い
る
方
の

視
点
で
検
討
し
、
で
き
た
ら
良
い
と
考

え
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

⿟
町
営
住
宅
の
供
給
状
況
に
つ
い
て
問

う
。

答
	

女
子
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
に
競
技

の
面
か
ら
期
待
す
る
こ
と
は
？

	

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

地
域
に
根
ざ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

	

「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
観
点

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を

担
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
の
か
？

	

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

「
経
済
循
環
の
促
進
」「
新
た
な

視
点
の
情
報
発
信
」
等
の
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

	

選
手
の
心
の
ケ
ア
が
必
要
と
考

え
る
が
、
何
か
対
策
は
？

	
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

高
校
の
「
ま
ち
親
制
度
」
を
参

考
に
す
る
。

	

ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
へ
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
は
？

	

（
町
長
）
ス
ポ
ン
サ
ー
の
確
保

は
極
め
て
重
要
な
事
項
と
し
て

認
識
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
メ

ニ
ュ
ー
に
「
女
子
野
球
で
繋
が
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
枠
」
を
設
け
て
い
る
。
積
極

的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
活
動
を
進
め
て
い
く
。

問答問答問答問答
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帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
事

業
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
高
齢

者
の
健
康
維
持
・
自
立
支
援
・
医
療
費

削
減
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
必
要
性
と
方
向
性
に
つ
い

て
問
う
。

	

（
町
長
）
国
の
動
き
や
他
の
自

治
体
の
実
情
を
見
る
と
、
こ
の

策
は
町
民
に
と
っ
て
有
効
で
あ
る
と
現

時
点
で
考
え
て
い
る
。
前
向
き
に
、
予

算
化
に
向
け
検
討
す
る
。

	
地
域
に
よ
っ
て
は
、
鳥
獣
被
害

が
深
刻
化
し
て
い
る
。
対
策
効

果
を
測
定
す
る
評
価
体
制
の
構
築
を
求

め
る
。

	

（
町
長
）
鳥
獣
被
害
の
課
題
に

つ
い
て
は
、
最
も
解
決
シ
ナ
リ

オ
が
お
示
し
で
き
て
い
な
い
。
町
民
の

皆
様
に
お
詫
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
抜
本
的
に
解
決
で
き
な
い
課
題
に

対
し
て
は
、
短
期
で
も
中
期
で
も
、
目

標
を
設
定
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。
町
民
の
皆
様

が
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
解
決

策
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
く
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

問答鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

問答

生
活
に
直
結
す
る
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
と
鳥
獣
対
策
を
問
う
。

答
弁 

ど
う
し
た
ら
課
題
を
解
決

で
き
る
か
、
こ
の
視
点
を
も
っ
て

深
掘
り
す
べ
き
と
考
え
る
。

本山修二議員

請　
　
　
願

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
で
継
続
審

査
と
さ
れ
て
い
た
請
願
に
つ
い
て
、
総

務
教
民
常
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た

後
、
本
会
議
で
採
決
が
行
わ
れ
、
委
員

会
の
審
査
結
果
ど
お
り
一
部
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

◆
請
願
の
要
旨

　
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
引
き
下
げ
撤

回
等
と
、
介
護
報
酬
引
き
上
げ
の
再
改

定
を
早
急
に
行
う
こ
と
を
求
め
る
請
願

◆
請
願
者

島
根
県
自
治
体
労
働
者
総
連
合

　
執
行
委
員
長　
塩
冶　
隆
彦

し
ま
ね
介
護
福
祉
ユ
ニ
オ
ン
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ

　
執
行
委
員
長　
石
田　
　
忍

◆
審
査
結
果
及
び
採
決
結
果

〈
一
部
採
択
す
べ
き
も
の
〉

訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
引
き
上
げ
の

再
改
定
に
つ
い
て
は
願
意
妥
当
と
認
め

る
が
、
引
き
下
げ
の
撤
回
及
び
国
庫
負

担
割
合
の
引
き
上
げ
で
財
源
を
確
保
す

る
部
分
に
つ
い
て
は
趣
旨
に
沿
い
難
い
。

な
お
、
一
部
採
択
を
受
け
、
総
務
教

民
常
任
委
員
会
か
ら
提
案
さ
れ
た
意
見

書
を
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
提
出
先
）

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・

内
閣
総
理
大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣
・

財
務
大
臣
・
内
閣
官
房
長
官

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
本
報
酬
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
（
要
旨
）

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
家
や
地

域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、

在
宅
ケ
ア
を
担
う
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
が
、
本
年
４
月
か
ら
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
基
本
報
酬
が
引
き
下

げ
ら
れ
た
。
引
き
下
げ
理
由
と
し

て
、
訪
問
介
護
の
利
益
率
が
他
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
よ
り
高
い
こ
と
を

挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ヘ
ル

パ
ー
が
効
率
的
に
訪
問
で
き
る
高

齢
者
の
集
合
住
宅
併
設
型
や
都
市

部
の
大
手
事
業
所
が
利
益
率
の
平

均
値
を
引
き
上
げ
て
い
る
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
中
山
間
地
域

へ
の
加
算
措
置
と
し
て
特
定
事
業

所
加
算
が
新
設
さ
れ
て
お
り
、
都

市
部
と
中
山
間
地
域
と
の
利
益
率

格
差
の
是
正
に
一
定
の
配
慮
が
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
加
算
は
従
来

か
ら
の
特
別
地
域
加
算
と
の
併
給

が
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
事
業
所

に
よ
っ
て
は
実
質
的
な
利
益
率
格

差
の
是
正
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な

い
。
サ
ー
ビ
ス
対
象
者
が
点
在
し

て
い
る
中
山
間
地
域
に
お
い
て

は
、
移
動
距
離
を
多
く
要
し
て
お

皆
様
に
『
三
協
』
が
来
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
工
場
に
し
た
い
」
と
い
う
強
い

思
い
が
あ
る
。
今
後
、
町
と
し
て
、
ど

う
町
民
に
知
ら
せ
て
い
く
か
を
問
う
。

	
（
町
長
）
会
社
か
ら
の
固
定
資

産
税
等
と
従
業
員
の
皆
様
か
ら

の
住
民
税
を
含
め
て
町
へ
の
貢
献
は
、

町
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
雇
用
の
場
の
創
出
な
ど
を
は
じ
め

と
す
る
事
業
活
動
に
伴
う
経
済
的
効
果

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
活
性
化
と
い
っ

た
面
で
も
好
影
響
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
様
々
な
機
会

を
通
じ
、
こ
う
し
た
『
三
協
』
の
思
い

や
取
り
組
み
を
今
後
も
一
体
と
な
っ
て

発
展
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

答
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島
根
県
市
町
村
議
会
広
報
研
修
会

広
島
川
本
会 

総
会
・
懇
親
会

令
和
6
年
8
月
22
日
、
松
江
市
の
島

根
県
市
町
村
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

さ
れ
た
島
根
県
市
町
村
議
会
広
報
研
修

会
に
、
木
村
慶
五
議
員
、
中
平
茂
明
議

員
が
参
加
し
、
講
師
の
芳
野
政
明
氏
か

ら
、
現
在
の
議
会
議
員
に
必
要
と
さ
れ

る
事
項
で
あ
る
「
議
会
の
見
え
る
化
」

と
「
住
民
と
の
信
頼
関
係
」
に
つ
い
て

の
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。
住
民
の
負
託

に
応
え
得
る
よ
う
、
議
会
広
報
作
成
等

の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
講
義
内
容
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
今
後
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
等

で
検
討
し
、
住
民
と
の
信
頼
関
係
づ
く

り
に
議
会
広
報
紙
を
活
用
し
て
い
け
る

よ
う
、
紙
面
改
革
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

総
会
後
に
懇
親
会
も
あ
り
、
参
加
者

同
士
の
交
流
が
盛
り
上
が
り
、
地
域
の

つ
な
が
り
を
実
感
で
き
た
大
変
貴
重
な

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
近
年
、
東
京
・
大
阪
の
川

本
会
で
も
同
様
に
、
高
齢
化
と
参
加
人

数
の
減
少
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
が
話

題
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
広
島
川
本
会
で
は
、
役
員
の

改
選
を
行
い
、
新
た
な
役
員
体
制
を
整

え
ら
れ
ま
し
た
。
新
体
制
で
は
、
会
の

活
性
化
や
参
加
者
の
増
加
を
目
指
し
て

活
動
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

議
会
も
こ
れ
か
ら
の
広
島
川
本
会
を

応
援
し
、
協
力
し
な
が
ら
川
本
町
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本
人
選
手

の
活
躍
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
日
本
の
み
な
ら
ず
、
各
国
の

代
表
と
な
り
出
場
さ
れ
た
全
て
の
選
手

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
町
に
目

を
向
け
る
と
、
島
根
中
央
高
校
の
カ

ヌ
ー
部
や
吹
奏
楽
部
の
活
躍
が
顕
著

で
、
小
さ
な
町
に
あ
っ
て
も
誇
り
に
思

い
、
自
慢
の
で
き
る
成
果
で
あ
る
と
頼

も
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
入
り
、
新
た
な
委
員
会
と

し
て
「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
で
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
政
治
の
舞
台

へ
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な

く
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
で
き
る
よ
う
な
議
会
を
目
指
す
も

の
で
、
方
向
性
や
取
り
組
み
内
容
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

季
節
も
変
わ
り
、
過
ご
し
や
す
い

日
々
で
す
が
、
す
ぐ
に
寒
い
時
期
が

や
っ
て
き
ま
す
。
早
め
の
備
え
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。�

〈
16
〉

編　
集　
後　
記 　

 
り
、
原
油
価
格
の
高
騰
等
の
影
響

も
あ
っ
て
、
現
在
の
赤
字
収
支
が

さ
ら
に
悪
化
し
、
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
・
継
続
が
困
難
と
な

り
、
ひ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
い
「
介
護
難
民
」
が
生

じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

つ
い
て
は
、
住
み
慣
れ
た
家
や

地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め

に
、
か
つ
、
全
国
ど
こ
で
も
同
じ

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
移
動
距
離
や
時
間
を
勘
案
し

た
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
報

酬
の
引
き
上
げ
に
係
る
再
改
定
を

早
期
に
行
う
よ
う
強
く
求
め
る
。

※�

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
地
方

議
会
は
、
町
の
公
益
に
関
す
る
事
柄

に
つ
い
て
、
国
会
や
関
係
行
政
庁
に

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

広
報
発
行
対
策
調
査
特
別
委
員
会

�

委 

員 

長　
　
本　
山　
修　
二

�

副
委
員
長　
　
中　
平　
茂　
明

�

委　
　
員　
　
木　
村　
慶　
五

�

委　
　
員　
　
杉　
本　
政　
輝

�

委　
　
員　
　
飯　
田　
夏　
樹

令
和
６
年
８
月
25
日
、
ホ
テ
ル
メ
ル

パ
ル
ク
広
島
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
広

島
川
本
会
総
会
に
、
議
会
か
ら
植
田
昌

平
議
長
、
本
山
修
二
副
議
長
、
石
川
達

也
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
広

島
在
住
の
方
14
名
、
町
長
・
議
会
を
は

じ
め
と
し
た
関
係
者
を
含
め
総
勢
24
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
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９
月
21
日
～
30
日　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
取
り
組
ま
れ
た
令
和
６
年
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ
、
９
月
24
日
に
道
の
駅
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
か
わ
も
と
で
「
事
故
ゼ
ロ
お
お

ち
出
陣
式
」、「
交
通
安
全
テ
ン
ト
村
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
事
故
ゼ
ロ
お
お
ち
出
陣
式
」
で
は
、
川
本
警
察
署
長
に

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
交
通
安
全
母
の
会
が
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
に
際
し
、
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

「
交
通
安
全
テ
ン
ト
村
」
で
は
、
道
の
駅
や
周
辺
商
業
施

設
の
来
場
者
に
向
け
て
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
、
安
全

運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
交
通
事
故
・
違
反
の
な
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

島
根
県
邑
智
郡
ト
ラ
ッ
ク
協
会
よ
り
交
通
安
全
啓
発
用
品
の

寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
交
通
安
全
テ
ン
ト
村
で
の
配
布
等
、

交
通
安
全
意
識
の
向
上
や
安
全
行
動
の
推
進
を
図
る
た
め
の

啓
発
活
動
に
活
用
し
ま
す
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
寄
贈

９
月
27
日
（
金
）
に
、
島
根
県
農
業

協
同
組
合
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
か

ら
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
３
基
の
寄
贈
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
交
通
事
故

の
な
い
町
づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
、

Ｊ
Ａ
の
共
済
事
業
か
ら
の
資
金
を
も
っ

て
寄
贈
さ
れ
る
も
の
で
、
今
後
、
交
通

事
故
防
止
の
た
め
に
町
内
各
所
に
設
置

さ
れ
ま
す
。

宝
く
じ
助
成
事
業
で
整
備
し
ま
し
た

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く

じ
の
収
益
を
財
源
に
社
会
貢
献
広
報
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
は
、
活
動
に
必
要

な
備
品
や
集
会
施
設
の
整
備

な
ど
に
対
し
て
助
成
を
行

い
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
充
実
・
強
化
を
図

り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業
で
す
。

田
窪
自
治
会

　
田
窪
自
治
会
で
は
、
草
刈
り
作
業
の
負
担
軽

減
及
び
省
力
化
を
図
る
た
め
、
草
刈
り
機
を
導

入
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
で
整
備
し
た
設
備
を
有
効
活
用
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

定
額
減
税
補
足
給
付
金
の
申
請
を
お
忘
れ
な
く
！

７
月
末
に
、
定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
調
整
給
付
）
の
支
給
対
象
者
へ
確
認
書

類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
至
急
確
認
書
を
ご
返
送

く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
町
民
生
活
課
（
72

－

０
６
３
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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児童扶養手当制度のご案内
令和６年11月１日から児童扶養手当法等の一部が改正され、
所得限度額と第３子以降の加算額が引き上げられます。

●所得限度額の引き上げ
児童扶養手当の支給には、前年の所得に応じて、手当の全額を支給する「全部支給」と、一部のみ
を支給する「一部支給」があります。この度、全部支給及び一部支給の判定基準となる所得限度額が
引き上げられます。
【令和６年11月１日以降】� （単位：円）

扶養人数等の数
受給資格者

全部支給 一部支給
収入額 所得額 収入額 所得額

０人 1,420,000    690,000 3,343,000 2,080,000
１人 1,900,000 1,070,000 3,850,000 2,460,000
２人 2,443,000 1,450,000 4,325,000 2,840,000
３人 2,986,000 1,830,000 4,800,000 3,220,000
４人 3,529,000 2,210,000 5,275,000 3,600,000
５人 4,013,000 2,590,000 5,750,000 3,980,000

●第３子以降の加算額の引上げ
第３子以降の加算額が引き上げられ、第２子の加算額と同額になります。

これまで
全部支給 一部支給
6,450円 6,440～3,230円

令和６年11月分から
全部支給 一部支給
10,750円 10,740円～5,380円

●児童扶養手当とは？
父母の離婚などで、父または母と生計を同じくしていない子どもが育成される家庭（ひとり親家
庭）の生活の安定と自立の促進に寄与し、子どもの福祉の増進を図ることを目的として、支給される
手当です。
受給資格者（ひとり親家庭の母や父など）が監護する子どもの数や前年の所得等により手当額を決
定します。（前年の所得が限度額以上であるときは、手当の一部または全部が停止になります。）

●申請手続
児童扶養手当を受給するためには、申請手続きが必要です。

詳しくは、健康福祉課（72-0633）へお問い合わせください。

歯科検診（健診）のお知らせ
　川本町では、以下の検診(健診)を無料で実施しています。令和６年度の対象の方には、ご案内を送付し
ています。紛失した場合は再発行を行いますので、健康福祉課までお問い合わせください。

●歯周病検診
対 象 者 　�今年度20・25・30・35・40・45・

50・55・60・65・70歳になる方
受診期間 　令和７年３月31日まで
持っていくもの 　健康保険証、問診票、記録表

●後期高齢者歯科口腔健診
対 象 者 　今年度76～85歳になる方
受診期間 　令和６年12月31日まで
持っていくもの 　健康保険証、受診券

� 【問】健康福祉課　☎ 72-0633
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① 普 通 会 計 の 決 算

令和５年度一般会計・特別会計の決算が町議会９月定例会で認定されました。
町民のみなさんに納めていただいた大切な税金や国・県からの補助金などのお金が、どのくらい

入ってきたのか、またどのように使われているのかをお知らせするため令和５年度決算を公表します。

決
算
規
模

　
前
年
度
と
比
較
し
て
歳
入
は
０・８
％
、、
歳
出

は
０・
６
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
財
政
の
弾
力

性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
よ
り
７・
４

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
92・
２
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
負
担
金
を
は
じ
め

と
し
た
補
助
費
や
公
債
費
の
増
額
が
、
主
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
決
算
の
特
徴

　

歳
入
は
前
年
度
比
０・
８
％
減
で
あ
り
、
主
な

減
額
の
要
因
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関

連
等
の
国
庫
支
出
金
で
あ
り
前
年
度
比
20・
９
％

減
と
な
り
ま
し
た
。
自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
る
町

税
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比
０・
９
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
普
通
交
付
税
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
比
０・
７
％
増
、
特
別
交
付
税

に
つ
い
て
は
、
ル
ー
ル
分
の
う
ち
加
藤
病
院
へ
の

補
助
額
を
引
き
上
げ
た
こ
と
等
に
よ
り
６・
６
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
主
財
源
割
合
が
18・

１
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
依
然
と
し
て
国･

県
の

補
助
金
や
地
方
交
付
税
に
依
存
し
た
歳
入
構
造
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

歳
出
決
算
の
特
徴

　

歳
出
は
前
年
度
比
０・
６
％
減
で
あ
り
、
主
な

減
額
の
要
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

関
連
の
交
付
金
事
業
の
減
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
一

方
で
、
令
和
５
年
度
か
ら
本
格
化
し
た
治
水
対
策

事
業
の
影
響
に
よ
る
土
木
費
や
、
令
和
５
年
度
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
邑
智
病
院
建
設
に
係
る
負
担
金

の
増
に
よ
る
衛
生
費
等
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
決

算
額
が
増
加
し
ま
し
た
。

自
主
財
源　
14.5
％

依
存
財
源　
85.5
％

町税 ３億3,609万円

諸収入 １億301万円

町民税や固定資産税など

介護保険事業委託料、造林事業受託収入など

繰入金 9,691万円
各種基金や他会計からの繰入金

使用料・手数料、財産収入、寄附金、繰越金、
分担金、負担金 ３億2,355万円
町営住宅使用料、ふるさと納税寄附金、
土地売払収入など

地方交付税 24億4,231万円
どの地域に住む人にも一定の行政サービス
を提供できるように、国が交付する税

国・県支出金 ７億7,571万円
道路整備事業やマイナンバーカード交付事業、
新型コロナウイルス感染症対策事業などに伴う
補助金

町債 ５億1,930万円
治水対策事業や道路整備を行うときの借入金

交付金ほか １億4,802万円
消費税や自動車重量税など国・県に納めた
税金の一部が一定の基準で交付されたもの

町税　 7.1％
諸収入 2.2％
繰入金 2.0％
その他 6.8％

その他 3.1％

地方交付税
51.5％

国・県支出金
16.4％

町債
10.9％

総務費 ８億0,950万円
庁舎管理費、悠邑ふるさと会館運営費、定住対
策事業、地域情報通信事業費、生活バス路線確
保事業、学習交流センター管理運営費など

民生費 ９億4,270万円
児童福祉、障害者福祉、高齢者福祉、生活保護
費などの福祉事業費、介護保険事業負担金など

公債費 ５億5,479万円
借入金の返済金（元金・利子）

衛生費 ５億5,788万円
健診などの健康づくりに係る費用やし尿・
ごみ処理費、簡易水道事業特別会計操出金
など

教育費 ４億2,237万円
小中学校、図書館、音戯館、
学校給食センターの管理費など

土木費 ７億3,338万円
町道の整備及び維持管理、
町営住宅の維持管理費など

農林水産業費
5.2%

農林水産業費 ２億3,921万円
農林業の振興、農業集落排水処理事業に係る
経費など

その他 ３億6,540万円
消防や救急の消防費、議員活動に係る経費で
ある議会費、商工会補助金、企業誘致に係る
経費である商工費、災害復旧費など

自主財源

依
存
財
源

18.1％

81.9％

その他
7.9%

土木費
15.8%

教育費
9.1%

衛生費
12.1%

公債費
12.0%

民生費
20.4%

総務費
17.5%

※町の人口：2,955人（令和６年３月31日現在・住民基本台帳人口）

令和５年度  決 算 公 表

歳入　47億4,490万円 歳出　46億2,523万円

町民１人当たりが負担した町税　113,736円 町民１人当たりに使われたお金 1,565,222円
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② 特 別 会 計 の 決 算 ③ 健全化判断比率及び資金不足比率

④ 町の借金と預貯金の残高の推移グラフ
　下のグラフは、町の過去10年間の町債（普通会計の借金）と基金（預貯金）の残高の推移で
す。令和５年度末の町債残高は前年度末から23,949千円減少しました。

監査委員意見書（抜粋）
令和５年度の決算額は、前年度比歳入0.8％減、
歳出0.6％減となり、前年度とほぼ同じ決算規模
であった。主な特徴としては、新型コロナウイル
ス感染症対応地方創生臨時交付金事業や災害復旧
費が減少した一方、治水対策事業の本格化に伴う
事業費の皆増、本館棟建替事業に伴う公立邑智病
院負担金の増により、土木費及び衛生費が増加し
た。
地方債残高は前年度から23,949千円減少し
た。実質公債費比率8.1％、将来負担比率０％と、
いずれも健全化基準内の比率に保たれているが、
近年実施した大型事業の償還開始に伴い今後も地
方債の償還額が増加すること、治水対策事業の本
格化等によりさらなる借入の増加が予定されてい
ることから、引き続きこれらの指数を注視してい

く必要がある。
経常収支比率が上昇し、92.2％となっている。
財政構造の硬直化を少しでも抑制するために、恒
常的に行っている既存事業の見直しを行う必要が
あるのではないか。
委託料及び補助金の執行につき、事業完了後の
実績確認が不十分な事業が見受けられた。適切な
執行のため、報告された実績が当初の契約や要綱
に沿うものであるかを確認し、必要な指導監督を
行っていただきたい。また、委託料については契
約の方式や条項が適切であるかを精査し、補助金
については効果や目的達成状況を検証するなど、
事業が効率的かつ公正に行われるよう努めていた
だきたい。

会　計　名 歳　　　入 歳　　　出

国民健康保険 4億1,890万円 4億1,858万円

後期高齢者医療 1億4,242万円 1億4,225万円

簡易水道事業 1億7,567万円 1億5,028万円

農業集落排水
処 理 事 業 6,094万円 4,488万円

合　　計 7億9,793万円
（前年比9.5％減）

7億5,599万円
（前年比14.1％減）

健全化判断比率 令和５年度 令和４年度 早期健全化
基 準

実 質 赤 字 比 率 － － 15.0％
連結実質赤字比率 － － 20.0％
実質公債費比率 8.1％ 8.5％ 25.0％
将 来 負 担 比 率 0％ 0％ 350.0％
※�実質赤字比率、連結実質赤字比率は、赤字が生じていないため「－」で
表示しています。

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

簡 易 水 道 事 業 － 20.0％
農 業 集 落 排 水�
処 理 事 業 － 20.0％
※資金不足比率は、資金不足が生じていないため「－」で表示しています。

0
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町債現在高
基金残高

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

35.5 32.6

43.0 42.9 44.2

18.7 18.9 20.817.0 17.4

30年度 元年度 ２年度

44.9 48.8

21.7 22.5

52.2

22.5

54.8 53.9

24.2 25.0

３年度 ４年度

53.6

24.7

５年度

町民１人当たり　町債残高	 1,814,386円（前年比	 29,939円増加）
　　　　　　　　基金残高	 837,205円（前年比	 23,086円増加）
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授
業
公
開
日
～
す
こ
や
か
委
員
会
～

運　
動　
会

３
年
生 

職
場
体
験

１・３
年
生 

校
外
学
習
（
遠
足
）

体　
育　
祭

９
月
18
日
（
水
）、
す
こ
や
か
委
員
会

（
学
校
保
健
委
員
会
）
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
は
、「
睡
眠
」
を
テ
ー
マ
に
、

広
島
大
学
大
学
院 

准
教
授 

田
村
典
久
氏

を
講
師
に
迎
え
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
医
の
加
藤
節
司
先
生
に
も
同
席
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
話
を
聞
い
て
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
９
時
ま
で
に
は
寝
よ
う
」「
ゲ
ー
ム
は
控

え
よ
う
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
保
護
者
の
方
か
ら
は
「
睡
眠
の
大

切
さ
が
改
め
て
わ
か
っ
た
」「
家
で
子
ど

も
と
話
し
て
み
よ
う
」
と
い
っ
た
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

10
月
５
日
（
土
）、
運
動
会
を
行
い
ま

し
た
。
開
催
時
期
を
例
年
よ
り
遅
ら
せ
た

こ
と
で
、
例
年
よ
り
練
習
時
間
が
と
れ
ま

し
た
。

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
み
ん
な
で
応

援
！
あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち
で
ゴ
ー
ル

へ
！
」
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
は
短
距
離

走
や
学
年
種
目
、
応
援
合
戦
等
、
最
後
ま

で
全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
鼓
笛
演
奏
も
こ
れ
ま

で
の
練
習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
素
敵
な

演
奏
・
演
技
に
な
り
ま
し
た
。

10
月
２
日
（
水
）、
３
日
（
木
）
の
２

日
間
、
３
年
生
が
町
内
16
か
所
の
事
業
所

で
職
場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。「
ふ
る
さ

と
」
や
「
職
業
」
に
つ
い
て
よ
り
深
く
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事
業
所
の
皆
さ

ん
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

10
月
４
日
（
金
）、
１
年
生
は
出
雲
大

社
と
そ
の
周
辺
、
３
年
生
は
広
島
平
和
公

園
と
そ
の
周
辺
へ
出
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ
学

習
し
て
き
ま
し
た
。

９
月
21
日
（
土
）、
本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
て
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
実
行

委
員
や
３
年
生
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
練

習
し
て
き
た
こ
と
が
発
揮
さ
れ
た
体
育
祭

と
な
り
ま
し
た
。
あ
た
た
か
い
ご
声
援
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１年生遠足

３年生遠足職場体験の様子
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●
上
野
有
象

　
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
Ｕ
15

�

１
０
０
０
ｍ
・
５
０
０
ｍ　
予
選
敗
退

●
兒
島
生
知

　
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
Ｕ
17

�

１
０
０
０
ｍ　
決
勝
Ｃ
５
位

�

５
０
０
ｍ　
決
勝
Ｂ
７
位

９
月
15
日
（
日
）
～
９
月
24
日
（
火
）
に
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
セ
ゲ
ド
に
て
行
わ
れ
た
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ホ
ー
プ
ス
レ
ガ
ッ
タ
大
会
に
日
本
代
表
と
し
て
兒

島
生
知
さ
ん
（
邑
智
中
出
身
）
が
Ｕ
17
代
表
と
し
て
、
上

野
有
象
さ
ん
（
滋
賀
県
出
身
）
が
Ｕ
15
日
本
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。
こ

の
大
会
で
世
界
の
強

豪
た
ち
と
競
り
合
う

こ
と
で
世
界
の
壁
の

高
さ
を
痛
感
し
た
よ

う
で
し
た
。
こ
の
大

会
で
の
貴
重
な
経
験

を
糧
に
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
結
果
は
次
の
通

り
で
す
。

�

※
（
　
）
内
は
出
身
地

■
カ
ヌ
ー
部

　
【
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
ジ
ュ
ニ
ア
・
ユ
ー
ス
小
松
大
会
】

☆
少
年
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
３
０
０
０
ｍ

１
位　
吉
村
颯
人
（
福　
井
）

２
位　
河
野
賢
晃
（
愛　
知
）

３
位　
河
野
文
晃
（
愛　
知
）

☆
男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
３
０
０
０
ｍ

１
位　
谷
地
太
陽
（
和
歌
山
）

☆
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
１
０
０
０
ｍ

１
位　
兒
島
生
知
（
邑
智
中
）

☆
男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
１
０
０
０
ｍ

３
位　
谷
地
太
陽

☆
男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ペ
ア
１
０
０
０
ｍ

２
位　
椎
名
紀
尊
（
神
奈
川
）

　
　
　
久
保
天
明
（
埼　
玉
）

☆
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
５
０
０
ｍ

１
位　
河
野
賢
晃
・
河
野
文
晃

　
　
　
吉
村
颯
人
・
兒
島
生
知

☆
男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
５
０
０
ｍ

１
位　
椎
名
紀
尊
・
久
保
天
明

☆
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
２
０
０
ｍ

１
位　
置
名
斗
空
（
邑
智
中
）

☆
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
１
０
０
０
ｍ

２
位　
浦
川
千
穗
（
滋　
賀
）

　
　
　
竹
部
姫
菜
（
鳥　
取
）

☆
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
５
０
０
ｍ

２
位　
浦
川
千
穗
・
竹
部
姫
菜

～
島
根
か
ら
世
界
へ
～

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ー
プ
ス
出
場
！

部
活
動
結
果
報
告

☆
女
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
５
０
０
ｍ

２
位　
植
出
乙
倭
（
京　
都
）

☆
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
２
０
０
ｍ

３
位　
藤
倉　
萌
（
羽
須
美
中
）

☆
女
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
２
０
０
ｍ

２
位　
植
出
乙
倭

☆
少
年
女
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
３
０
０
０
ｍ

１
位　
植
出
乙
倭

■
吹
奏
楽
部
【
島
根
県
高
等
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
】

金
賞
２
位　
日
野
原
楓
（
邑
智
中
）

金　
賞　
　
有
田
美
乃
里
（
赤
来
中
）

銀　
賞　
　
髙
木
姫
音
（
川
本
中
）

金
賞
２
位　
服
部
永
和
（
川
本
中
）

■
男
子
野
球
部
【
県
高
等
学
校
秋
季
野
球
大
会
】

１
回
戦　
島
根
中
央
６

－

５
明
誠

２
回
戦　
島
根
中
央
２

－

３
出
雲
商
業

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
【
県
高
等
学
校
選
手
権
大
会
】

☆
女
子
個
人
戦

中
田
明
星
（
邑
智
中
）・
他
校
生
徒

　
１
回
戦　
４

－

２
松
江
南

　
２
回
戦　
０

－

４
出
雲
北
陵

桑
野
優
芽
（
瑞
穂
中
）・
山
根
三
奈
（
旭　
中
）

　
１
回
戦　
３

－

４
隠
岐

☆
男
子
個
人
戦

小
谷
啓
仁
（
大
田
二
中
）・
渡
邊
陽
斗
（
川
本
中
）

　
１
回
戦　
１

－

４
松
江
南

反
田
結
太
郎
（
川
本
中
）・
日
野
山
蒔
音
（
川
本
中
）

　
１
回
戦　
０

－

４
出
雲

風
能
太
吾
（
広　
島
）・
矢
渡
羽
琉
（
邑
智
中
）

　
１
回
戦　
０

－

４
安
来



	

新着図書

 その他多数あります。
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電話 0855-72-0025  Fax 0855-72-1061電話 0855-72-0025  Fax 0855-72-1061
開館時間：9時～18時　土日9時～17時開館時間：9時～18時　土日9時～17時
休 館 日：休 館 日：火曜日・祝日・月末整理日・年末年始火曜日・祝日・月末整理日・年末年始

かわもと図書館かわもと図書館
2024年
10月号

11月の展示テーマ

掲
示
板

あそびのひろば＆えほんのじかん
11月22日（金）10：00～11：30
　読み語り　移動図書館
場　所  悠邑ふるさと会館 和室

《一 般 書》
▶�10月27日～11月９日は
　第78回読書週間です
今年の標語は
　この一行に逢いにきた

▶�本と過ごす秋
読書の秋、スポーツの秋、芸術の秋、そして食欲
の秋。色々な秋を満喫できる本を集めて展示しま
す。

《児 童 書》
▶�秋をさがしてみませんか
秋は食べものがおいしい季節です。
食べものをテーマにした絵本や、落ち葉やドングリ
など、季節を感じる本を集めて展示します。

一　　般　　書

岩に牡丹 諸田玲子著　新潮社刊
新謎解きはディナーのあとで２ 東川篤哉著　小学館
リミックス 今野敏著　小学館
愛しさに気づかぬうちに�
� 川口俊和著　サンマーク出版
作家刑事毒島の暴言 中山七里著　幻冬舎
魔者 小林由香著　幻冬舎
こころは今日も旅をする 五木寛之著　新潮社刊

わたしの１冊　利用者さんのおすすめ
「ライオンのおやつ」

●小川糸 著　ポプラ社
この本に出てくるライオンの家の由
来を聞いた時、自分の中に衝撃が走
りました。また、その施設の長であ
る” マドンナさん” この方がなぜそ
のような恰好をしているのか？どん
どん明かされる細かな設定がとって
もおもしろいので是非読んでみて下
さい。

「スピノザの診察室」
●夏川草介 著　水鈴社

現役の医師である夏川草介さんが命
と向き合い続けた医療小説です。
「本当の人の幸せとは何か」を考え
させられる一冊です。
真摯に向き合う医師の姿が描かれて
います。ぜひ読んでみてください。

No.329

ねぇだっこ 柿木原政広作　ブロンズ新社
あいだのわたし�
�ユリア・ラビノヴィッチ作　細井直子訳　岩波書店
コールテンくんステージにたつ�
ドン・フリーマン 原案　ヴィオラ・デイヴィス作　
ジョディー・ウィーラー絵　木坂涼訳　好学社
こぐまのいばしょ�
� ブリッタ・テッケントラップ作　三原泉訳　BL出版
わかったさんのスイートポテト�
� 永井郁子作・絵　寺村輝夫 原案　あかね書房
サケの旅 平井佑之介 写真・文　文一総合出版
マメクジラくん、海へいく�
� 山下明生文　村上康成絵　偕成社

児　　童　　書

心をうたれ
た本
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悠邑ふるさと会館催し物案内
しまね映画祭・優秀映画開催！!

　11月は、しまね映画祭・優秀映画を開催します。
上映作品

　16日（土）�10：00 パウ・パトロール ザ・マイティ・ムービー�
13：30 レディ加賀

　17日（日）10：00 ワン・セカンド 永遠の24フレーム
優秀映画 　※35ｍｍフィルム映画

　23日（土）10：00 幻の光	 13：30 愛を乞うひと
　24日（日）  ９：30 ＧＯ	 13：30 ゆれる

詳しくは自治会配布のチラシをご覧ください

かわもとスポーツクラブ活動報告
▶�Kidsベースボールクラブ

川本中央スピリッツ所属のKidsベースボールク
ラブは様々な大会に参加し、「JAカップ第41回島
根県学童軟式野球選手権大会」や11月末に出雲
ドームで開催する「第20回和田毅杯」への出場を
決めています。
また、４年生以下の島
根県代表として「第４回
里崎智也旗争奪U-9鳴門
市少年野球大会」にも出
場が決まりました。

▶�かわもとジュニアバレーボールクラブ
８月25日島根県立体
育館で行われた「第48
回ゆめタウンカップ島
根県石見部小学生６人
制バレーボール大会」
に出場しました。

今回のチーム目標は「１勝すること」、決勝に進
むことはできませんでしたが第一試合を勝利し目標
を達成しました。

▶�High-fives（バスケットボール）
８月25日川本中学校体育館でHigh-fives主催の
バスケットボール大会を初めて開催しました。
近隣市町から６チームの参加あり、交流を深める
ことができました。

▶�川本柔道教室・三原柔道教室
９月１日島根県立武道館で

「第54回島根県武道振興大
会」が開催されました。
この大会に川本柔道教室の
雜賀真ノ介さんが「小学生低
学年の部」に出場し、見事優
勝しました。



情報じょうほう交差点こうさてん
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お
知
ら
せ

10
月
は
里
親
月
間
で
す�

知
っ
て
く
だ
さ
い
里
親
養
育
の
こ
と

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族
と
一
緒
に
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
、
家

庭
に
迎
え
入
れ
て
公
的
な
責
任
の
も
と
で
養

育
を
さ
れ
て
い
る
の
が
「
里
親
」
の
方
た
ち

で
す
。

　
島
根
県
で
は
、
里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
く

方
を
募
集
す
る
と
と
も
に
、
里
親
制
度
に
つ

い
て
広
く
地
域
の
方
た
ち
に
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

◆
里
親
制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い

◆
自
分
で
も
里
親
に
な
れ
る
の
か
知
り
た
い

◆�

興
味
は
あ
る
け
ど
あ
と
一
歩
踏
み
出
せ
な

い　
な
ど

　
里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
方
、
ま
ず
は
児

童
相
談
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
浜
田
児
童
相
談
所

�

☎
０
８
５
５

－

28

－

３
５
６
０

来
て
み
ん
さ
い
「
技
能
祭
」
開
催

【
内　
容
】
主
に
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た

無
料
体
験
イ
ベ
ン
ト

⃝
�

自
動
車
整
備
科
・
溶
接
加
工
科
・
建
築

科
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
の
実
習
場
公
開
・

小
中
学
生
対
象
各
種
職
業
体
験
コ
ー
ナ
ー

⃝
�

小
学
生
以
下
向
け
芋
掘
り
・
積
み
木
大

会
・
働
く
車
の
展
示
、
ラ
ジ
コ
ン
走
行
体

験
な
ど

⃝
�

協
賛
企
業
・
団
体
に
よ
る
、
お
楽
し
み
イ

ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

※�

先
着
順
で
受
付
、
各
体
験
イ
ベ
ン
ト
に
は

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

※�

一
部
有
料
イ
ベ
ン
ト
あ
り
、
ま
た
一
般
参

加
が
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
日　
時
】
11
月
２
日
（
土
）
10
時
〜
13
時

【
会　
場
】
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門

校
（
三
次
市
十
日
市
南
６

－

14

－

１
）

問
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

�

☎
０
８
２
４

－

62

－

３
４
３
９

石
見
も
り
も
り
祭
の
お
知
ら
せ�

�

（
石
見
養
護
学
校
文
化
祭
）

【
日　
時
】
11
月
16
日
（
土
）

⃝

学
習
発
表
（
小
・
中
学
部
・
高
等
部
）

�

９
時
５
分
〜
10
時
25
分

⃝
�

作
品
展
示
お
よ
び
作
業
学
習
等
の
製
品
販

売�

10
時
30
分
〜
12
時
15
分

【
会　
場
】
石
見
養
護
学
校

�

（
邑
南
町
中
野
２
３
８
４

－

18
）

【
駐
車
場
】
石
見
養
護
学
校　
校
庭

　
児
童
生
徒
た
ち
の
心
の
こ
も
っ
た
作
品
、

作
業
学
習
等
の
製
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。
多
く
の
皆
様
の
ご
来
校
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

問
石
見
養
護
学
校　
担
当
：
白
根
・
大
塚

�

☎
０
８
５
５

－

95

－

２
１
４
１

緩
和
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会

【
日　
時
】
12
月
１
日
（
日
） 
13
時
〜
15
時

�

（
12
時
30
分
受
付
開
始
）

【
会　
場
】
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

【
対　
象
】
大
田
圏
域
（
大
田
市
・
邑
智
郡
）

の
一
般
住
民
・
保
健
医
療
福
祉
関
係
者
等

【
内　
容
】

⃝

講　
演

　
「
ど
こ
ま
で 

家
で 

す
ご
せ
る
か
」

　
講
師
：
野
の
花
診
療
所
（
鳥
取
市
）
院
長

�

徳
永　
進 

氏

⃝

Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴

　

�「
緩
和
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
田
の
20
年

の
取
組
を
振
り
返
っ
て
」

⃝

合　
唱　
指
揮
：
梅
枝
伸
行 

氏

　
　
　
　
　
演
奏
：
長
廻
フ
ァ
ミ
リ
ー

【
主　
催
】
緩
和
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
田

10
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

【
実
施
期
間
】
10
月
１
日
（
火
）
〜
10
月
31

日
（
木
）
ま
で
の
１
ヶ
月
間
（
10
月
１
日
を

「
土
地
の
日
」
と
す
る
）

【
土
地
取
引
の
届
出
制
度
に
つ
い
て
】

　

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、
※
一
定
面
積

以
上
の
取
引
（
売
買
、
交
換
等
）
を
し
た
場

合
は
契
約
後
２
週
間
以
内
に
取
り
引
き
し
た

土
地
が
所
在
す
る
市
役
所
又
は
町
村
役
場
へ

届
出
が
必
要
で
す
。

※
届
出
が
必
要
な
面
積
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
①　
市
街
化
区
域
内
の
土
地 

�

２
０
０
０
㎡
以
上

　
②　
①
を
除
く
都
市
計
画
区
域
内
の
土
地

�

５
０
０
０
㎡
以
上

　
③　
都
市
計
画
区
域
以
外
の
土
地

�

１
０
０
０
０
㎡
以
上

　
詳
し
く
は
、
県
庁
土
地
資
源
対
策
課
（
０

８
５
２

－

22

－

５
０
７
７
）
又
は
市
役
所
・

町
村
役
場
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

11
月
30
日
は
年
金
の
日�

�

11
月
は
ね
ん
き
ん
月
間
で
す

　
日
本
年
金
機
構
は
厚
生
労
働
省
と
協
力
し

て
、
公
的
年
金
制
度
の
普
及
・
啓
発
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
公
的
年
金
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
日
本
年
金
機
構
の
取
り
組
み
内
容

　
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
ね
ん

き
ん
月
間
」
特
集
ペ
ー
ジ
を
設
置
し
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
公
式
Ｘ
（
旧Tw

itter

）

で
年
金
制
度
に
関
す
る
ミ
ニ
講
座
を
実
施
し

ま
す
。

　
年
金
セ
ミ
ナ
ー
や
年
金
制
度
説
明
会
、
出

張
年
金
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
年
金
豆
知
識

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
難
し
い

場
合
は
、
申
請
す
る
こ
と
で
納
付
免
除
ま
た

は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

年
金
記
録
や
年
金
見
込
額
は
、「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」
で
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
確
認
が
で
き
ま
す
。

募　
集

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校�

令
和
７
年
４
月
入
校
生
を
募
集
し
ま
す

【
募
集
訓
練
科
等
】

⃝
�

自
動
車
整
備
科
（
期
間
：
２
年
・
高
等
学

校
卒
業
見
込
み
者
）　

⃝

溶
接
加
工
科
（
期
間
：
１
年
）

⃝

建
築
科
（
期
間
：
１
年
） 

⃝

介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
期
間
：
６
か
月
）

※�

各
科
の
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。
希

望
の
方
は
、
事
前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ

い
。

【
応
募
対
象
者
】

　
令
和
６
年
度
新
規
卒
業
見
込
み
者

【
応
募
受
付
期
間
】
９
月
20
日
（
金
）
〜
10

月
31
日
（
木
）
必
着

【
選 

考 

日
】
11
月
15
日
（
金
）

【
選
考
内
容
】
数
学
・
国
語
・
面
接

【
合
格
発
表
】
11
月
28
日
（
木
）

問
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

　
三
次
市
十
日
市
南
６

－

14

－

１

�

☎
０
８
２
４

－

62

－

３
４
３
９



 休館日
 休館日  休館日

日 月 火 水 木 金 土

くらしの情報カレンダー 11 月

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日 休館日

 休館日 休館日
 休館日

 休館日
 休館日

《10月の納税》
◆ 町県民税
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料
《11月の納税》
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料
※必ず納期限までに納めましょう。

：健康相談・検診　　　 ：�公民館
：悠邑ふるさと会館　　 ：図書館
：三原まちづくりセンター
す：�すこやかセンター（社会福祉協議会）
：�子育てサポートセンター
：学校　　 ：保育所

教：教育委員会　　 ：観光協会
：ドクターカー巡回

マ：マイナンバーカード窓口
：休日診療情報 10：00～16：00
　　（変更となる場合があります）

：�ゴミ収集
Ａ地域（�木路原・日の出・上新町・中新町・下新町・元町・本町・

天神町・谷・市井原・長原・矢谷・芋畑・双葉・中倉・日向）
Ｂ地域（�因原・三大字・多田・久座仁・谷戸・三島・笹畑）
Ｃ地域（�西・八幡・三原・田窪・南佐木・親和・湯谷・三俣）

〔燃えるごみの収集日〕毎週火曜日・金曜日（町内全域）
〔容器包装 プラスチックの収集日〕毎週木曜日（町内全域）
〔ペットボトルの収集日〕毎月第１・３水曜日（町内全域）
〔容器包装 紙の収集日〕毎月第２・４水曜日（町内全域）

2727 28 29 30 31 1 2
カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ（Ａ地域）

 �三上病院 
加藤病院

33 44 5 6 7 8 9
文化の日
産業祭

振替休日 あいさつの日
カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ（Ｂ地域）

カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ（Ｃ地域）

乳幼児相談・健
康相談
　13：30～14：00
　（川本西公民館）

川本町一周駅伝
競走大会

 �邑智病院 
加藤病院

 �前眼科医院 
大隈医院

1010 11 12 13 14 15 16
春夏秋冬を楽しむ
かわもとウォーキ
ング（三原）

乳幼児相談・健
康相談
　13：30～14：00
　（川本西公民館）

ママイナンバーカード
時間外受取窓口
（要予約） 
17：15～19：00 
【最終受付18：50】

しまね映画祭

 �星ヶ丘クリニック 
河野医院

1717 18 19 20 21 22 2323
しまね家庭の日
�邑智クリーンセ
ンター直接搬入 
（一般家庭ごみ） 
9：00～16：00
しまね映画祭

食育の日 乳幼児相談・健
康相談
　11：00～11：30
　（三原まちづくり
センター）

勤労感謝の日
優秀映画祭

 �邑智病院 
波多野診療所

 �邑智病院 
加藤病院

2424 25 26 27 28 29 30
優秀映画祭
子宮頸がん検診・
乳がん検診（終日：
川本町役場）

芋畑集会所 
9：00～10：00 
田窪自治会館 
11：00～12：00

/ 教室&乳幼児
相談
　10：00～11：30
　（悠邑ふるさと会館）

 �邑智病院 
加藤病院

15日のマイナンバーカード時間外受取窓口の
ご利用には、前日までに予約が必要です。
� 【予約・問】町民生活課　☎72-0632

※�新型コロナウイルス感染症の状況により予定が変更となる場合が
あります。
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こ
の
広
報
紙
は
環
境
に
配
慮
し
た
用
紙
と
ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

20広報かわもと 2024.10

編
集
後記

川本町の人口 令和６年９月30日現在
※（　）は前月との増減

※ 住民基本台帳を基にした、令和６年９月中の異動状況

2,995人
（前月比 －8人）

（前年同期：3,048人）

合 　　計 男 1,420人（－7人）
女 1,575人（－1人）

転　入 3人 出　生 1人 その他 0人
転　出 5人 死　亡 7人 その他 ０人

増
減

うち65歳以上 1,335人
うち15歳未満 278人
世帯数 1,607戸

広げよう 事故ゼロかわもとの 思いやり
飲　酒 物　損 死傷者 人　身

0 13 0 0 川本町（0） （8） （0） （0）

0 78 1 1 川本町
累計（0） （72） （1） （1）

0 27 0 0 郡内
月計（0） （34） （1） （1）

※（　）内は前年同月数

◇
交
通
事
故
・
違
反
発
生
状
況

�

（
令
和
6
年
9
月
末
）

　体育祭・運動会で、練習の成果を精一杯発揮する子どもたちの姿や表情はとても輝かしいもので、私自身、一生懸
命頑張る子どもたちの姿に元気をもらいました。撮影にご協力いただいた子どもたちはもちろん、先生方、保護者の
皆様、ありがとうございました。（かずま）

　「老人の日」（９月15日）にご存命の方で、今年度中に100歳を迎えられる皆さんを対象に、
100歳を迎える長寿の祝いと、多年にわたり社会の発展に寄与されたことに感謝を込め、内閣
総理大臣からお祝い状と記念品が贈られました。
　本町では、８人の方が対象となりました。おめでとうございます。

祝！ 100歳

上
ウ エ ガ ン ナ

鉃穴　ハルコ 様
岩
イワ

　戸
ト

　和
カズ

　子
コ

 様
岡
オカ

　　　皐
サ

　月
ツキ

 様
室
ムロ

　田
タ

　ユキヱ 様
長
ナガ

　見
ミ

　　　笑
エミ

 様
細
ホソ

　井
イ

　ハルミ 様
川
カワ

　平
ヒラ

　春
ハル

　雄
オ

 様
中
ナカ

　村
ムラ

　ミドリ 様
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か
わ
も
と
　
10月
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